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 【第2期b】（b：A―⑨～ A―⑪） 〈エピソード〉（b：
A―⑨～ A―⑪）11時32分～ 11：35
 （b：A―⑨）道具を使って枝を切りはじめる。
くの字に足を屈伸させてしゃがむ。すると，「切
れないな」とつぶやく。が，直ぐにKi児は枝
写真③　11時32分
切れないなぁ
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を跨ぎ，向きと位置を変えて，再び切りはじめる。
 〈考察〉
 　Ki児は，道具を使って枝を切りはじめるが，
木の堅い節の材質と出会い，「切れないな」と
その困難さに気づき，つぶやく。くの字に屈ん
でいた足は，立ち上がり，枝を跨ぎ，また屈み
枝に向かう。Ki児は向きを変えて，再び切り
はじめる。困り感を言語に表現することや，困
り事を解決するために，素早く立ち，自分の姿
勢や位置，向きを変化させる行為は，Ki児の
新たな動きである。A―⑨のKi児は，目標に向
かうために，自分であれこれと考え，挑む自分
に出会っていると考えられる。手先だけの技法
にとどまらず，身体の向きを変えるなど，動き
を模索し目的の達成に努力するKi児がいる。
 （b：A―⑩）A―⑨からさらに切る枝の置き場を
腰の高さに調節して，再び目標に向かう。
 （b：A―⑪）道具（鋸）の刃を引く行為を繰り返す。
〈考察〉 
 　A―⑩でKi児は，枝の位置を変え枝の握りや
すさ，道具の使いやすさの調整を自分の身体で
確かめる。さらに枝の置場を腰の高さに調節す
る。道具と物と自分との位置の調整をKi児な
りに精一杯考え，再び，挽く行為に戻り試す。
道具（鋸）の刃を引く行為を繰り返すうちに，
枝と向き合う角度や握る場所，道具を扱う加減
を身体や手の感覚によって実感し，自己の目的
の実現に向かう。Ki児は，ここまで表現する
行為を変化させてきたが，少しずつ安定して，
道具を扱う感覚が磨かれ，A―⑩ののち，鋸を
挽く動きは連続的な行為となる。
 【第3期】（A―⑫～ A―⑬）
 〈エピソード〉（A―⑫～ A―⑬）11時38分
 （A―⑫）　鋸を挽き続け，しばらくすると木の
節部分の切断は堅く，Ki児は動きが進まない。
Ki児は「ぐらぐらする」と揺れる枝の状況を
説明する。どうしてほしいのかを尋ねるMス
タッフは切断面の両側の肩幅程度に添え手をす
る（11時38分）。枝は固定され作業は安定する。
 （A―⑬）木の加工は鋸を挽く行為の持続に加え，
枝と道具を扱うコツを，Mスタッフは小出し
に話す。枝を手で回す，鋸は挽くときに力を込
めるという大人の声にKi児は耳を傾ける。
 〈考察〉
 　幼児の力だけでは歯が立たない枝の節の硬さ
に出会うが，スタッフの添え手で枝は固定され，
心強い安心感という支えをKi児は味方にする
ことができたと推測する。
 　それは，真上から手元の枝を垂直に見おろし
写真④　11時35分
枝の位置を腰の位置に調整して鋸を挽く
写真⑤　11時38分
木の節が堅く進まなかったが添え手で安定する
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て持つ枝とKi児の頭の距離間に，Ki児が取り
組み挑もうとする真剣さが生まれている。目標
に取り組み向かうKi児の真剣な思いが，周囲
にいる人を巻き込み一体となる連帯性や，共同
の志向性を生みだしていると思える。
 　A―⑫，Ki児は鋸を挽いてもこれまでとは違
う枝の抵抗感に身体全体の感覚で向き合って
いる。Ki児の「いいもの」づくりは，このよ
うに時間はかかるが，急がずに適宜にKi児の
動きを探り，先走らず，Ki児に添う保育指導・
援助方法をとっている。道具を扱うための技（文
化）を伝授する大人の存在とその支えA―⑬が
あって，やっと，Ki児本人は自身がつくろう
とする目的の「いいもの」づくりを現実に叶え
ている。
 4．総合考察および今後の課題
 4.1．総合考察
 　以上のように，枝を手に持ち，道具を用い，
つくる過程の表現行為を，Ki児の手の動きに
着目して詳細に考察してきた。
 　つくる過程におけるKi児が生みだす表現行
為は，目的意識を持つまで探索する1期，あれ
これと試行錯誤する2期，困難にぶつかるが安
定して取り組む3期に分けることができた。Ki
児の動きは次のようなものである。
 　【第1期a】のKi児は，手を保護する安全対
策は早朝からできており，まさに動きだせる準
備とつくる願望はKi児の外観から見出せる。
だが，枝と道具を手で触れているにとどまり，
「いじる行為」であり，何をつくるかの目標，
目的，計画の「見通し」は明確なものはないと
みてとれた。
 　では，枝に触れ，「いじる行為」に意味はな
いのかというと，Ki児の場合，手で枝や道具
に触れる過程において，つくろうと動きだす遊
びの始点であると理解することができる。なぜ
なら，背中までももたれかかるように座るKi
児は先が見通せずにいたのだが，しだいに身体
は大地に委ね一体化し，気持ちを安定させ，こ
れから何かがはじまるようであったからである。
 　さらに，Ki児が座る安定した場所を拠点に，
あたかもアンテナを掲げ張り巡らせるように
し，Ki児は全感覚を研ぎ澄ませ，情報収集が
できる体勢をつくり，目的意識を得るようにし
ていったのではないかと推察ができた。
 　【第1期b】でも，Ki児の何かをつくろうと
いう目的意識について，【第1期a】同様にまだ
持てていない。しかし，Ki児はつくる目的や
目標を持つために，森の自然物と仲間がつくり
出す多様な遊び環境の状況下から，次のような
情報収集を行っていると考えられた。
 　例えば，他児の「いいこと考えた」の言葉の
響き，年長児の枝でつくられた刀を持つ勇壮な
動きの視覚情報，枯れ葉の斜面を走る音やブラ
ンコを揺らしながら幼児同志がやりとりをする
声や歓声，といった聴覚情報など，様々な森で
遊ぶ他者の情報がある。聞こえ感じる他者の音
や感覚情報は，Ki児のまだこれから何をつく
るのかが決まっていない意識との相互作用によ
り，Ki児なりに方向性を見出し，確かな現実
につながる目的を生みだそうとしていったと考
えられる。
 　【第2期】で気づくのは，「いいものつくるん
だ」と，Ki児のつくりたい気持ちを素直に言
葉に表し，さらに枝を叩き響かせている。我が
身の内面に伝えているとも思える。また，枝が
「切れないな」とこれまでにも出会ってきたで
あろう困り事を，他者に伝わる音量でKi児は
つぶやくように音声化する。
 　そして，Ki児は，その困り事を直ぐに自分
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の課題にし，鋸を挽く動きを繰り返し，「切れ
ないな」を，次のように試行錯誤しながら自己
解決していく。
 　枝とどう向き合うといいのか，握る枝の位置
のどこをどう持つと鋸を挽くことが上手く扱え
るのか，そのことを探るために，枝に向かう方
向を変えたり，切る角度や位置を変えたり，鋸
の挽きやすい高さを考え，置く場所を変化させ
たりする。Ki児は目的達成のために次々と持
つ枝を移動させ，鋸を挽く動きを安定させ，取
り組みやすい姿勢の追求に努力する。
 　また，これまでにあまりされてはこなかった
他者への伝達行為をするKi児がみられた。そ
れは，Ki児の変容ともいえる。内なる気持ち
を音や音声で外側に響かせ言語化し，身体の行
動を伴い，自己目的の実現のために，能力を駆
使するKi児なりの個人的な創造性のある瞬間
場面と考えられる。
 　【第3期】，自然物は，幼児の力量に及ばない
問題を差し出す。例えば，どうしようもなく堅
い材質に出くわす。Ki児は，困難な対象の枝
にさらに頭を近づけて挑む。枝と道具を持つ手
に視線を向け，姿勢を丸め，つくる目的を実現
しようと没頭するKi児がいる。枝は加工され，
他者はその変化が見える。可視化の効果もあ
り，目的実現に向かうKi児に，周囲にいるス
タッフは手を添え，そして技を順に伝えはじめ
る。スタッフはKi児と気持ちを共にして，刀
が仕上がるまで，同じ鋸を挽く動作の継続のた
めに，技術内容の伝達を行いながら持続させる
のであった。
 　Ki児の刀をつくりたいと挑む意識は，他者
の支援を素直に受容する幼児の柔軟さを生むと
筆者は考える。Ki児は他者と一体となる姿が
筆者の目に映った（写真⑤）。Ki児は，連帯の
意識や，共同体としての共通意識を持ちはじ
め，取り組みを進めていったであろう。できな
いなぁと苦戦し，そういいながらも，Ki児は
やり切ると，そこに達成観がKi児に見出せる。
やり切ろうとする幼児に，支える他者がいて，
再び訪れる困難な問題にでも，他者と挑戦すれ
ば成就させられる自分がいるという意識を生み
だすと筆者は考える。
 4.2．今後の課題
 　Ki児のつくる目的が明確になってから，手
や身体の動きの活性化や言葉を音声化するな
ど，Ki児自身が成長する変化や変容がみられ，
その行為には，同じ鋸を扱う場面の繰り返しが
みられる。幼児自身の向きと位置を変えて挽い
たり，切りやすい高さや位置に枝の置場を決め
て挽いたりし，そのときの座り方に視点をおい
ても，くの字のしゃがみであったり，立った姿
勢で腰を曲げているが足は伸ばしながらに行
う。鋸で切るという動き一つとっても，連続し
た，繰り返しの反復性がある。その共通した動
きの重要性について，この論文中には言及でき
なかった。
 　その他，エピソードの抽出にあたって，「つ
くる過程」の行動記録から，3日間の3事例を
抽出した（表1）にもかかわらず，本研究では
事例Aに絞り込んで事例B，Cを扱うことがで
きなかった。事例B，Cは，道具を使わずにお
うちや，基地づくりの活動を展開するものであ
ることから，「つくる過程」における幼児の表
現行為の比較検討ができると考えている。
 　今後は，以上のことを含め，違った観点から
の検討が自然と幼児とのかかわりの研究を深く
進めていけると考えている。
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 注）
 ⑴　幼児らが鋸のような木工道具を用いて何かをつ
くるときには，自分の手や指を守るために，道
具を持たない手には軍手をはめるよう，安全面
から声をかけてきた。
⑵　大抵の4歳児（二人のうちの一人 I子は4歳児）
なら，お尻で下りる程の急傾斜である。A子の
オリジナルの遊びは，尾根上からジェットコー
スターのように上下する。そのため，足腰の踏
ん張りがいり身体は鍛えられる。それぞれ自分
の枝を後ろの人と手で持ち他者の枝を前の人と
持つというユニークな形態で連結する。何度も
繰り返す女児二人はますます息が合う。つなが
る面白さや喜びとスピードのスリル感や緊張感
が漂う。著者はバランスを崩さないよう慎重に
足を踏ん張り速さを加減したりとするが，二人
の速度は増す。悲鳴に近い歓声を発するのは著
者だけで，女児二人は無言。言葉も声も出ない
程の真剣な遊びをA子は求めているのかもしれ
ない。I子においても必死であるために何も言葉
にはできなかったのではないかと思いはよぎる。
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